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Ⅰ. 事業報告
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Ａ. 背景 

障害者の自立を支援する「障害者自立支援機器（以下｢支援機器｣）」は、ノーマライゼー

ションの理念に基づき、障害者の活動や参加を促す極めて重要な役割を果たすものであり、

障害者のニーズを捉えた製品開発と普及の促進が求められている。 

一方、障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、機器

開発の着想段階からユーザーや支援者の「ニーズ」と開発や研究者等の「シーズ」をマッチ

ングすることが大切であり、決してシーズ志向型の開発とならないよう、障害者の置かれて

いる状態は勿論のこと、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発に繋げる取り組

みが重要である。 

 

Ｂ. 目的 

 本事業では、支援機器のユーザー側が持つニーズと開発側が持つシーズのマッチングを目

的とした「ニーズ・シーズマッチング交流会（以下「本交流会」）」を企画・開催し、実用的

な支援機器が開発されるよう、試作機等を用いて、ニーズ側とシーズ側が膝を交えて意見交

換できる場を設けるとともに、効果的なモニター評価等を行う機会を創出することとした。 

 

 

【障害者自立支援機器等開発促進事業の概略図】 
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Ｃ. 実施内容 

（１）企画委員会の設置 

支援機器に関する障害関係団体及び、医療・福祉専門職等から構成する、企画委員会を

当協会に設置し、本交流会のコーディネート機能及び体制を構築した。 

企画委員会では本交流会の企画及び運営に係わる審議を行い、より良い交流会等の実現

に向けた検討を行うこととした。また、本委員会に構成する障害関係団体の皆様には、①

支援機器に関する課題やニーズをご提供いただくこと②本交流会では、ニーズ側とシーズ

側の交流が活性化するよう積極的にご参加いただくこと③交流会の成果を着実に支援機器

開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて相談やアドバイス支援を行うこととし、関係

する障害者等をご紹介いただくこととした。 

 

【ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会 委員名簿】 

（委員） （五十音順・敬称略） 

氏 名 所 属 

逢坂  忠  社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合 

安藤 信哉  公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会 

小川 光彦  一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 

岸川 忠彦  一般社団法人 日本ＡＬＳ協会 

小磯さおり  川崎市社会福祉事業団 れいんぼう川崎 

小山万里子  ポリオの会 

佐藤  加奈  社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会 

園田 尚美  ＮＰＯ法人 日本失語症協議会 

橋間 信市  社会福祉法人 全国盲ろう者協会 

増澤 髙志  ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 
  

（オブザーバー） （敬称略） 

氏 名 所 属 

南須原美恵 
 経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課  

 医療・福祉機器産業室  

只野  肇 
 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 

 イノベーション推進部 プラットフォームグループ 

丸山 誠二 
 国立研究開発法人 情報通信研究機構 デプロイメント推進部門 

 情報バリアフリー推進室 

中村 美緒  厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

田中  匡  厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

辰巳 昌嵩  厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

 

（２）本交流会の企画・開催 

障害当事者のニーズをより的確に捉えた支援機器開発の機会を創出すべく、本交流会を

開催した。会場は大阪と東京で行うこととし、Ｗｅｂ開催（オンライン上での意見交換）

については、令和５年１０月～令和６年１月末まで昨年度同様にオンラインプラットホー
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ムを活用して開催することとした。 

会場開催では、開発企業が試作中の支援機器等を会場へ持ち込み、障害者及び介護者をは

じめ、企業、研究者、開発を支援する機関等が膝を交えて意見交換等を行う場を設けること

とした。また、期間中の併催イベントを各種企画した。 

 

本交流会の対象者は以下とし、ニーズ側、シーズ側の分類とした。 

 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従事し障害

者の福祉や訓練に係わる者 等 

※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・研究者、

大学・研究機関 等 

 

① 開催日程及び内容 

⚫ Ｗｅｂ開催 

【開 催 日】令和５年１０月１日（日）～令和６年１月３１日（水） 

【配信会場】テクノエイド協会 Ｗｅｂ交流プラットフォーム内 

  【企画内容】 

・オンラインにて出展者情報及び支援機器の紹介動画等の配信 

         ・掲示板、問い合わせフォームを使用した意見交換の実施 

         ・開発助成金事業の紹介、各種支援機器開発に係る研究報告等の配信 

 

⚫ 大阪会場  

【開 催 日】令和５年１１月２７日（月）～２９日（水）３日間 

【時 間】初日１３：００－１７：００、９：００－１７：００ ※最終日１６時 

【会 場】ＯММ（２階展示Ａホール） 

  【企画内容】 

・オンラインにて出展者情報及び支援機器の紹介動画等の配信 

        ・掲示板、問い合わせフォームを使用した意見交換の実施 

        ・開発中の試作機等の展示及び体験、意見交換の実施 

        ・会場にて講演の実施 

（基調講演、特別講演、開発助成金事業の紹介、開発動向最前線） 

            

⚫ 東京会場   

【開 催 日】令和５年１２月１２日（火）～１４日（木）３日間 

【時 間】初日１３：００－１７：００、９：００－１７：００ ※最終日１６時 

【会 場】東京都立産業貿易センター浜松町館（５階展示室） 

【企画内容】 

・オンラインにて出展者情報及び支援機器の紹介動画等の配信 

        ・掲示板、問い合わせフォームを使用した意見交換の実施 

        ・開発中の試作機等の展示及び体験、意見交換の実施 

        ・会場にて基調講演等の実施 

（基調講演、開発助成金事業の紹介、関係機関の取り組み、 

地域交流会成果発表、開発促進事業成果報告） 
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     【大阪会場 外観】           【展示ホール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京会場 外観】          【浜松町館 展示室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 出展企業等の募集  

出展要項を作成のうえ、６０か所程度、一般募集することとした。 

Ｗｅｂ開催の参加は必須とする。※Ｗｅｂ開催のみの参加は認めないこととした。 

・Ｗｅｂ開催 ８０企業程度   

・大阪開催  ５０企業  

・東京開催  ６０企業  

 

（３）Ｗｅｂ開催の内容 

本交流会専用サイト内に、「Ｗｅｂ交流プラットフォーム」を設け、出展事業・機器を

紹介する動画の視聴、問い合わせフォーム及び掲示板を利用した出展者の意見交換、講演

の常時配信が視聴できる仕組みを構築した。 

また、Ｗｅｂ交流プラットフォームは、ログインは不要とし、多くの方々がアクセスし

やすい仕組みとした。 

【Ｗｅｂ交流プラットフォーム、出展者ページイメージ】 
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【交流会での動画配信】 

⚫ Ｗｅｂ交流プラットフォーム（交流会の専用ページ）をＷｅｂ上に設け、出展者の個

別ページにて、開発中の製品紹介、対象者、機器の使用方法、活用方法等の内容を盛

り込んだ１０分以内の動画又は、音声や動画が入った PowerPoint を任意で掲載し、

ニーズとシーズの交流を推進することとした。 

⚫ 出展企業等一覧は、Ｗｅｂ交流プラットフォーム上で各障害分野別やフリーワードで

の検索を可能とした。なお、動画はサーバー容量の都合上、YouTube のサイトへ移動

して動画の閲覧ができるようにした。 

⚫ Ｗｅｂ開催期間中には、常時配信動画を掲載し、支援機器開発の助成金事業の紹介や、

厚生労働科研費等の研究報告の視聴を可能とした。 

⚫ 各会場で行われた講演はオンラインにてリアルタイムで配信することとした。 

⚫ セミナー等の資料については、講演者より資料提供が可となったものについてダウン

ロード可とした。 

⚫ 動画の目途は、出展企業 約８０本、障害当事者団体・開発支援機関 約１０本 

 

（４）ニーズ・シーズマッチング地域交流会(ＡＴＡサテライト)の開催 

① 目的 

東京や大阪など、会場へ容易に参加できない地域に出向き、支援機器に係わる地域の

関係者が集う「ニーズ・シーズマッチング地域交流会」、通称「ＡＴＡサテライト」を開

催した。ＡＴＡサテライトでは、地域の障害者と家族・介護者をはじめ、産業振興団体

や開発企業等が参集し、障害者が置かれている状況等を共有化し、課題解決に向けた具

体的な支援機器のイメージを協議した。実施にあたり、地域の自治体及び団体・企業等

のご協力をいただくことともに、その成果は、厚生労働省が行う「令和６年度・障害者

自立支援機器等開発促進事業」の応募に繋げるとともに、製品種目特定型事業の種目検

討に役立てることとした。 

 

② 開催日程及び内容 

開催地は、全国的に隔たりの無いよう、基本的には過去に実施した地域を除くこととし

ている。また、地域の実情や支援機器に係る有識者の現状を踏まえて決定した。 

   今年度は、北海道小樽市、奈良県橿原市、和歌山県和歌山市、熊本県熊本市とした。

（以降、それぞれ、「ＡＴＡ小樽」、「ＡＴＡ橿原」、「ＡＴＡ和歌山」、「ＡＴＡ熊本」と記

載する。） 

 

（過去の実施地域） 

・令和元年度 北海道岩見沢市、高知市、佐賀市 

・令和２年度 秋田市、宇都宮市 

・令和３年度 （未実施） 

・令和４年度 新潟市、山口県下関市、鹿児島市 

 

③ 開催の周知方法 

各開催地のテーマについては、支援機器の範囲は、多岐にわたることから地域の関係者

及び有識者等と検討して設定することとした。 

交流会専用ホームページにＡＴＡサテライトの開催案内（チラシ）を掲載し、開催地の

座長をはじめとした関係者へ開催案内をもとに周知や周知依頼を行った。 
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【開催案内チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 具体的な実施方法 

支援機器の有識者等からなる座長を設置し、基本的に進行は座長が行うこととした。協

会職員は、有識者等から協力を得ながら、ニーズとシーズの間に立って進行をフォローし

ていく立場で参加した。また、会期中はイラストレーターもオンラインで参加し、議論の

活性化及び機器のイメージが参加者で共有できるよう、イラストレーターが作成するイラ

ストを投影し議論を進めた。 

参加者は、開催地のニーズ側・シーズ側を対象とするものの、必ずしも限定しないこと

とした。実施は対面での実施とし、感染状況や遠隔地からの参加の場合にはオンライン

（ＺＯＯＭ）での参加を可とした。 

 

【進行内容】 

１、 開催にあたって（テクノエイド協会） 

２、 参加者の自己紹介 

３、 障害者や支援者のお困り事、実現したいことなど（障害者・支援者） 

４、 機器開発の現状（開発者・研究者） 

５、 課題解決に向けた機器やシステム 

６、 こんなものがあったら良い等、具体的なイメージ（案）の検討 

 

開催日程に関しては、予約会場の都合や座長の意見をお伺いし、１日もしくは２日に分

けて実施するかを決定した。 

また、参加者には終了後にアンケートに回答していただくこととした。 

  

⑤ 成果物の作成及び普及について 

各会場で議論された支援機器のイメージは東京会場にて成果発表の場を設け、本事業が

終了しても、当協会ＨＰにて周知し、開発及び普及を促進させることとした。 

 

 

（５）交流会開催後のフォローアップ 

担当職員による相談窓口を設置し、交流会開催後の成果を支援機器の開発に繋げるた

め、企画委員や関係団体等と協力しながら、開発企業等に対して継続的に必要な支援を

行った。 

具体的には、以下の取組みを予定することとした。 
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（相談窓口の設置） 

開発側やユーザー側からの相談に応じる専用窓口を設け、常時対応することとした。 

 

（モニター評価実施にあたっての支援・協力） 

開発企業の要望に応じ、関係団体等と連携を図りモニター評価の実施施設や想定するユ 

ーザー等を紹介することとした。 

具体的には、「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を活用して、開発中の機器や

実用化して間近な機器に対して、モニターやアドバイスにご協力いただける機関（施設や

事業所など）を募り、開発企業へ繋ぐこととした。 

 

（意見交換会やアドバイス支援の実施） 

交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて、相談や

アドバイス等の開発支援を行うこととした。 

具体的には、出展企業等から要望を個別に伺い、関係する障害者等との意見交換会やア

ドバイス支援等の機会を設けた。訪問及び状況に応じてオンライン会議を可とし、意見交

換会等への参加については、地域を限定しないこととした。 

成果については、協会ＨＰから各方面へ発信し、ニーズとシーズのマッチングを推進す

るとともに、来年度以降の開発促進事業の応募を喚起することとした。 

 

【意見交換会、アドバイス支援、応募手続きの流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他） 
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その他、必要な支援を関係団体等と連携して行った。 

 

（６）ニーズ・シーズの情報収集・発信 

「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を活用することにより、支援機器に係るニー

ズとシーズの収集・提供を行った。また、障害当事者団体へインタビューの動画を常時配

信として当事者ニーズについて発信を行った。 

 

（７）実施スケジュール 

 次ページ参照。 
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Ｄ. 実施結果 

（１）企画委員会の開催結果 

「ニーズ・シーズマッチング交流会」の企画及び運営に係わる審議を行い、より良い交

流会等の実現に向けた検討を行った。ニーズ側とシーズ側の交流が活性化するよう積極的

に交流に関与するとともに、多くの当事者の方々が本交流会に参加いただけるよう呼びか

けをお願いした。 

 

① 第１回ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会 

【日時】：令和５年７月１９日（水）１０：００～１１：３０ 

【場所】：オンライン開催（テクノエイド協会・会議室） 

【実施内容】： 

 （実施計画） 

・本事業の概要について 

・出展者の募集及び選定状況について 

   ・併催セミナーのプログラム（案） 

（Ｗｅｂによる交流の実施） 

・Ｗｅｂ交流プラットフォームの構築・運用 

・出展参加登録票の提出について 

  （交流の活性化方策） 

   ・訪問インタビューの実施について 

   ・地域交流会（ＡＴＡサテライト）の開催について 

   ・モニター評価機関等の募集について【新規】 

・意見交換会、アドバイス支援の実施について 

・ホームページの改訂及び動画の部屋の新設【新規】 

・今後のスケジュール 

 

 

② 第２回ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会 

【日時】：令和６年３月４日（火）１４：００～１５：４５ 

【場所】：オンライン開催（テクノエイド協会・会議室） 

【実施内容】： 

（報告事項） 

  ・本事業の実施について 

・実施結果の報告について 

・出展者の選定及び開催の周知 

・交流会の企画及び併催イベントについて 

・地域交流会（ＡＴＡサテライト）の実施結果 

・意見交換会、アドバイス支援の実施結果 

・今年度の新しい取り組みについて 

・開催結果及びアンケート結果 

（検討事項） 

・マッチング交流会を終えて（意見交換） 
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（２）出展者の募集から決定までのプロセス 

① 企業等の募集について 

募集は「出展要項」を作成のうえ、郵送又はホームページへの掲載を行い、周知を行っ

た。 

② 企業等の募集 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｆｏｒｍを使用したＷｅｂ上での申し込み方法とした。 

③ 募集の期間 

  令和５年６月１日（木）～７月３０日（金）１６時必着 

④ 周知の方法、周知先 

・発送方法 ：郵送 

・発送物  ：出展要項、交流会開催案内（開催チラシ） 

・発送数  ：１,５８１ヵ所 

主な送付先： 

〇過去の開発促進事業応募企業 

〇過去の交流会出展及び来場企業 

〇福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）登録企業（抽出） 

○高等専門学校 

〇介護ロボット関連企業 都道府県・政令市 報道機関、地方産業組織 等 

 

⑤ 出展企業の選定及び選定結果について 

事務局では、応募のあった企業の中から、以下の観点及び障害の種別等を勘案して、全

９３者の選定を行った。 

 

全９９者の応募があり、９３者を決定した。選考にあたっての観点は以下のとおり。 

 

 （選考にあたっての観点） 

  ・障害者の活動や参加を支援する要素技術であるか 

・交流会の目的及び要件に合致しているか、営業目的ではないか 

  ・新規あるいは交流を踏まえて改良する意思があるか 

  ・採択又は推薦があるか 

 

 

ａ．出展機器の障害種別（大阪会場及び東京会場） 

障害種別 応募 決定 

身体障害（肢体不自由） ５１ ５４ 

視覚障害 ８ ９ 

聴覚障害 １１ １１ 

高次脳機能障害（失語症等） ２ ３ 

知的障害（身体介護が必要ないケースを含む） ３ ２ 

精神障害（発達障害を含む） ６ ６ 

その他 １８ ８ 

合計 ９９ ９３ 

  ※事務局審査において、応募内容を確認し、障害種別を変更したものを含む。 
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ｂ．各会場の募集定員及び決定（当事者団体、開発支援団体等を除く） 

 

 

 

 

 

ｃ．障害種別、分野、会場別の出展者数 

障害種別、分野毎のゾーン 
大阪会場 

出展者数 

東京会場 

出展者数 

身体障害（肢体不自由） ３０ ４６ 

視覚障害 ５ ７ 

聴覚障害 ５ １１ 

高次脳機能障害（失語症等） ３ ２ 

知的障害（身体介護が必要ないケースを含む） ２ ２ 

精神障害（発達障害を含む） ３ ３ 

その他 ４ ４ 

障害当事者団体・開発支援団体等 １２ １３ 

合計 ６４企業・団体 ８８企業・団体 

※出展辞退は以下の２社となる。 

   【出展辞退】 

     ・共栄プロセス株式会社 ※出展機器の開発が進まず出展辞退（東京会場） 

・スマイル メグ     ※当日無断欠席（大阪及び東京会場） 

 

また、今年度も日本リハビリテーション工学協会と連携し、同協会が主催する「福祉

機器コンテスト２０２３」で受賞した作品の展示を行った。また、国立障害者リハビリ

テーションセンターで研究開発を行っている機器も展示することとした。 

 

⑥ 出展者を対象とした説明会の実施 

出展企業等を対象として、本事業の目的、出展要項の説明、交流会参加にあたってのお 

願い等、オンライン説明会を実施した。なお、原則、出展者は参加を必須とし、参加でき

なかった企業には本説明会を録画した動画を視聴していただくこととした。 

 

〇出展企業等を対象にしたオンライン説明会 

【実施日】令和５年７月１８日（火）１３時３０分～ 

【内容】 

（重要なお知らせ） 

（１）ニーズ・シーズマッチング強化事業の概要について 

（２）出展企業等の募集要項 

（３）出展企業等の状況及び、会場レイアウト（案）について 

（４）交流会参加にあたってのお願い 

（報告事項） 

（５）支援機器に係る意見交換会、アドバイス支援事業の実施について 

（６）地域交流会開催に伴う参加協力のお願い（小樽、和歌山、橿原、熊本） 

（７）モニター評価機関等の募集について 

（質疑応答） 

会場 定員 決定（昨年実績） 

大阪会場 ５０ ５３（５１） 

東京会場 ６０ ７７（６２） 



16 

 

【説明会開始前スライド】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 会場の展示方法 

今年度は、交流会への出展応募件数が昨年度よりも多く、昨年よりも出展者数を増やす

ことにした。ブース間の幅を極力狭くすることで、通路の幅を確保し車椅子ユーザーでも

十分に移動ができるようスペースを設けることに配慮した。 

また、障害の分野ごとにゾーンを分け、当事者団体や支援団体を出展者が囲むようなレ

イアウトにし、出展者でもニーズ側とシーズ側が交流を図りやすい環境に務めた。 

  

【障害分野ゾーン】 

Ａ.身体障害（肢体不自由）、Ｂ.視覚障害（盲ろうを含む）、Ｃ.聴覚障害 

Ｄ.高次脳機能障害（失語症等）、Ｅ.知的障害、Ｆ.精神障害（発達障害を含む）、Ｇ.その他 

Ｘ.当事者団体 

 

 

【大阪会場レイアウト】 
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【東京会場レイアウト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大阪会場展示の風景】              【東京会場展示の風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）交流会の周知 

① 交流会専用ホームページの開設 

【期 間】：令和５年６月５日（月）～ 

 【周知方法】：協会ホームページより、順次最新情報になるよう更新を行った。 

       テクノエイド協会にアクセスすると、上部に交流会のバナーを表示させ、バ

ナーをクリックすると交流会専用サイトに移る仕組みとした。 

【協会トップページ】 
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  交流会専用ページは、大幅にデザイン及び仕様を変更することとした。 

  本サイトは、掲載する情報量が多いため、前年度までは、サイト自体が縦長になってし

まい、頻繁にスクロールが必要になっていた点や、目的の内容や記事を探し出すことが困

難であったたた。具体的な改修点としては、タブ機能を使い、目的の内容を分けることで

情報が散財せず、コンパクトに視覚的にも操作性面でも使いやすいサイトとなっている。 

 

【交流会専用ページ】 
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② 公式パンフレット及びチラシの作成、配布 

本交流会開催の周知として公式パンフレット及びチラシを作成し、過去の来場者、障

害者団体、開発企業、職能団体、行政など５,９２２ヵ所に送付した。また、公式パンフ

レットとは別に基調講演、特別講演が記載されているチラシ、日本リハビリテーション

工学協会と連携し、同協会が主催する「福祉機器コンテスト２０２３」のチラシも同封

し、周知することとした。 
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【パンフレット】        【福祉機器コンテスト２０２２チラシ】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【期 間】：令和５年１０月上旬～ 

【周 知 方 法】：郵送、メール等 

【送 付 物】：公式パンフレット、福祉機器コンテスト２０２３チラシ 

【主な送付先】： 

〇障害者団体、支援団体（日本障害者協議会会員、全国の障害当事者団体 等） 

〇開発企業（過去の採択企業、ＴＡＩＳ登録企業、過去の交流会出展企業 等） 

〇行政（都道府県、市町村の障害主管課） 

〇過去の交流会一般来場者 

〇職能団体（都道府県のＰＴ協会、ＯＴ協会事務局、ＳＴ協会事務局） 

〇介護実習・普及センター、ＩＴサポートセンター 

〇全国の更生相談所、リハビリテーションセンター 

〇介護ロボット関連企業または施設 

〇義肢製作所、 

〇特別支援学校 

〇報道機関 

〇その他（賛助会員、個人あて） 

 

【関係団体への周知及び周知依頼】 

厚生労働省及び関係機関・団体の協力のもと、多くの団体等へ本交流会開催を周知した。 

主な周知先は以下のとおり。 

〇日本作業療法士協会：会員向けＨＰに掲載 

〇静岡県業療法士協会：ＨＰへの掲載 

〇神奈川県作業療法士協会：ＨＰへの掲載 

〇日本言語聴覚士協会：機関紙、ＨＰへの掲載 

〇独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）：イベントセミナーＨＰに掲載 
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〇日本障害者リハビリテーション協会：会員へ周知のお願いを実施 

〇ＪＡＳＰＡ：会員へ周知のお願いを実施 

〇バリアフリー展：会員へメルマガの送信、ＨＰに掲載 

〇福祉新聞：開催情報を掲載 

 

（４）Ｗｅｂ開催及び会場開催のイベント内容 

① Ｗｅｂ開催 

【開催期間】：令和５年１０月１日（日）～令和６年１月３１日（水） ４ヵ月間 

【会 場】：テクノエイド協会 Ｗｅｂ交流プラットフォーム内 

【内 容】： 

・開発助成金事業の紹介、各種支援機器開発に係る研究報告等の配信 

・オンラインにて出展者情報及び支援機器の紹介動画等の配信 

   ・掲示板、問い合わせフォームを使用した意見交換の実施 

   

【Ｗｅｂセミナープログラム】 

 

 
プログラム 内容 発表等 

1 開会挨拶 
本交流会の目的、Web及び会場開催のご案内 公益財団法人テクノエイド協会 企画部 

宇田川 竜吾 
2 行政の取り組

み 障害者自立支援機器等開発促進事業の実施につ

いて 
厚生労働省 社会・援護局 
障害保健福祉部 企画課 自立支援振興室 

福祉工学専門官 中村 美緒 氏 

福祉用具の研究開発の推進 
ＳＢＩＲ推進プログラムの実施について 

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開

発機構（NEDO） 
イノベーション推進部 プラットフォームグループ      
                     主査 只野 肇 氏 

情報バリアフリー環境の実現を目指して 国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT） 
デプロイメント推進部門 情報バリアフリー推進室 

室長 丸山 誠二 氏 
3 研究報告 真のニーズに基づく支援機器の開発・事業化を実

現するための出口・普及を想定した支援ネットワ

ークモデル構築のための研究 
一般社団法人臨床医工情報学コンソーシアム関西  
                        八木雅和 氏 

新技術を利用した支援機器の開発および選定・

導入時の指針作成のための調査研究 
国立障害者リハビリテーションセンター研究所 
福祉機器開発部                               硯川潤 氏 

支援機器開発コーディネーター人材育成プログラ

ムの開発に資する研究 
東京大学 大学院新領域創成科学研究科  

二瓶美里 氏 
支援機器の開発・普及に資するモデル拠点構築

に資する研究 国立障害者リハビリテーションセンター   
芳賀信彦 氏 

４ ニーズ発信 

支援機器に対する期待、開発企業に対して協力

可能なこと 

 

公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会 

常務理事・事務局長 安藤 信哉 氏 

ポリオの会 

代表 小山 万里子 氏 

特定非営利活動法人 日本失語症協議会 

理事長 園田 尚美 氏 

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

代表 増澤 髙志 氏 
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○Ｗｅｂ交流プラットフォームについて 

出展企業等や出展機器情報の掲載、掲示板・問い合わせフォームからの意見交換、併

催セミナーの視聴、セミナー資料のダウンロードを可能にしたプラットフォームを構築

した。 

出展企業等や出展機器情報は、「カテゴリー」、「フリーワード」より検索を可能とし、

出展企業ごとに出展者のページを作成し、「掲示板」もしくは「問合せフォーム」を使

って意見交換ができるよう仕組みとした。本プラットフォームは、Ｗｅｂ開催開始日の

令和５年１０月１日から令和６年１月３１日までを公開期間とした。 

 

【交流会専用トップページ】 
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【Ｗｅｂ交流プラットフォーム画面】 
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【出展者ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★問い合わせ★ 

来場者が１対１で個別に出展者

と交流したい場合に使用する。 

 問合せフォーム内の「問い合

わせ種別」から電話やオンライ

ンで交流等、交流内容を選択す

ることができる。 

  

★掲示板★ 

来場者がオープン（来場者に公開）で出展者

と交流したい場合に使用する。匿名でも投稿

は可能で、投稿内容は蓄積される。 
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【Ｗｅｂセミナー視聴 画面】 

交流会トップ画面から、「講演セミナー」のタブをクリックすると、下記画面に切り替わ

り、資料のダウンロード、YouTube を通してご動画の視聴を可能とした。 
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② 大阪会場 

【開催期間】：令和５年１１月２７日（月）～２９日（水） ３日間 

【時間】：初日１３：００～１７：００／９：００～１７：００（最終日のみ１６:００） 

【会場】：ＯММ（２階展示Ａホール） 

【開催イベント内容】： 

・オンラインにて出展者情報及び支援機器の紹介動画等の配信 

  ・掲示板、問い合わせフォームを使用した意見交換の実施 

  ・開発中の試作機等の展示及び体験、意見交換の実施 

  ・会場にて講演の実施 

 

【講演プログラム】 

プログラム 内容 発表等 

11/27

（月）  

開会挨拶 
（20分）  

13:40～ 本交流会の目的、Web 及び会場開催の

ごあんない 
公益財団法人テクノエイド協会 企画部 

宇田川 竜吾 

14:00～ 障害者自立支援機器等開発促進事業の

実施について 
厚生労働省 社会・援護局 
障害保健福祉部 企画課 自立支援振興室 

福祉工学専門官 中村 美緒 氏 

行政の 
取り組み 

(各 20分) 
14:20～ 福祉用具の研究開発の推進 

ＳＢＩＲ推進プログラムの実施について 
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発

機構（NEDO） 
イノベーション推進部  プラットフォームグループ   

只野 肇 氏 

14:４0～ 情報バリアフリー環境の実現を目指して 国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT） 
デプロイメント推進部門 情報バリアフリー推進室 

室長 丸山 誠二 氏 

11/28

（火） 

開発動向 
最前線 

(各 20分) 

10:３0～ 車椅子用ユニーバーサルアタッチメントの

紹介 日本福祉大学 福祉テクノロジーセンター   
センター長 渡辺 崇史 氏 

10:５0～ LOOVICの紹介 LOOVIC株式会社 
代表取締役 山中 享 氏 

基調講演 
（60分） 13:30～ ニーズを捉えた福祉機器の開発と評価 

～ 開発者と障害者に求められること ～ 
佐賀大学医学部附属病院 
リハビリテーション科 

診療教授 浅見 豊子 氏 

11/２９

（水） 
特別報告 
（２０分） 

1４:00～ 見えないバリアと聴覚障害者の ICT機器

の活用 
特定非営利活動法人 インフォメーションギャップバス

ター 
                      理事長 伊藤 芳浩 氏 

1４:20～ ICT 活用で発達障害児の早期療育、保護

者支援を全国へ 
特定非営利活動法人 ADDS 

共同代表 熊 仁美 氏 

1４:40～ 欧州の自助具を日本へ 株式会社フィッシャーマン 東京連絡事務所 
所長 小関 守 氏 
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【大阪会場 交流の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 東京会場 

【開催期間】：令和５年１２月１２日（火）～１４日（木） ３日間 

【時間】：初日１３：００～１７：００／９：００～１７：００（最終日のみ１６:００） 

【会場】：東京都立産業貿易センター浜松町館（５階展示室） 

【開催イベント内容】： 

・オンラインにて出展者情報及び支援機器の紹介動画等の配信 

  ・掲示板、問い合わせフォームを使用した意見交換の実施 

  ・開発中の試作機等の展示及び体験、意見交換の実施 

  ・会場にて講演の実施 
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【講演プログラム】 

プログラム 内容 発表等 

12/１２

（火） 

開会挨拶

（20分）  13:40～ 本交流会の目的、Web 及び会場開催のごあんな

い 
公益財団法人テクノエイド協会 企画部 

宇田川 竜吾 

行政の 
取り組み 

(各 20分) 

14:00～ 障害者自立支援機器等開発促進事業の実施につ
いて 

厚生労働省 社会・援護局 
障害保健福祉部 企画課 自立支援振興室 

福祉工学専門官 中村 美緒 氏 

14:20～ 福祉用具の研究開発の推進 
ＳＢＩＲ推進プログラムの実施について 

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合

開発機構（NEDO） 
イノベーション推進部プラットフォームグループ  

                       只野 肇 氏 

14:４0～ 情報バリアフリー環境の実現を目指して 国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT） 
デプロイメント推進部門情報バリアフリー推進室 

室長 丸山 誠二 氏 

1２/１３

（水） 

関係機関等

による取り

組み 
(各 20分) 

1０:０0～ 令和４年度 自立支援機器イノベーション人材育成

事業の報告 
プレモパートナー株式会社 
                  柿花 隆昭 氏 

1０:20～ 福祉機器コンテスト 2023受賞作品の紹介 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 
                 理事 村田 知之 氏 

基調講演 
（60分） 13:30～  ニーズを捉えた福祉機器の開発と評価 

～ 開発者と障害者に求められること ～ 
佐賀大学医学部附属病院 
リハビリテーション科 

診療教授 浅見 豊子 氏 

地域交流会

の成果報告 
（各２０分） 

15:00～ 高齢化した知的障がい者の支援機器を考える 
〜機能低下が自覚できずに起こるリスク〜 社会福祉法人北海道社会福祉協議会  

      地域共生社会推進部長 中村健治 氏 

15:20～ ASD（自閉スペクトラム症）の人が必要とする支

援機器を考える ASD（自閉スペクトラム症）  生活環境研究会 
代表 増澤 髙志 氏 

15:40～ 
医療的ケアが必要な方、子どもの可能性を広げる

支援機器を考える〜困りごとの解決からやりたい

ことへの挑戦の一歩まで〜 
株式会社アシテック・オコ 

代表 作業療法士 小林 大作 氏 

16:00～ 知的障害者の意思決定の補助や意思表出を補助
する支援機器について考える 

社会福祉法人つつじヶ丘学園 つつじヶ丘学園  
施設長 恒松 祐輔 氏 

1２/１４

（木) 
開発促進 

事業 
成果報告 
（各 15分） 

13:40～ ５指駆動型筋電義手（BITハンド） 株式会社MuーBORG 
1３:55～ 自分の声ソフトウェアボイスター 株式会社ヒューマンテクノシステム 

14:10～ 障害者向けの空間移動ロボットを用いた遠隔就
労システム ダブル技研株式会社 

14:25～ 電動車椅子フットガードフレーム 矢崎化工株式会社 
14:40～ 以心伝心 志エンボディ合同会社 
14:55～ 新心語り ダブル技研株式会社 
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【東京会場 交流の様子】 
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（５）ニーズ・シーズマッチング地域交流会（ＡＴＡサテライト）の実施結果 

① 開催内容 

開催内容は以下の通り。 

開催地 北海道 
小樽市 

奈良県 
橿原市 和歌山市 熊本市 

テーマ 
高齢知的障がい者の支援機

器を考える 
〜機能低下が自覚できずに

起こるリスク〜 

ASD（自閉スペクトラム

症）の人が必要とする支援

機器を考える 
医療的ケアが必要な方、子どもの

可能性を広げる支援機器を考え

る 
〜困りごとの解決からやりたいこ

とへの挑戦の一歩まで〜 

知的障害者の意思決定の補助

や意思表出を補助する支援機

器について考える 

日時 
令和５年１０月６日（金） 

9:30～１６：００ 
7階 Bホール 

令和５年９月６日（水） 
  ９:30～16:00 
小会議室（第２） 

1日目 令和５年９月１５日（金） 
13:30～16:30（中会議室） 

2日目 令和５年９月１６日（土） 
９:30～1１:30(会議室 1・2) 

1日目 令和５年９月１９日（火） 
13:30～16:30（会議室９） 

2日目 令和５年９月２０日（水） 
１０:０0～1２:０0（会議室９） 

座長 

社会福祉法人北海道社会福

祉協議会 地域共生社会推

進部長   

全国福祉用具相談・研修機関

協議会 副代表・事務局長 
中村健治 氏 

 

【協力】： 知的障がい者施設 
  社会福祉法人 後志報恩会 

ASD（自閉スペクトラム

症）  生活環境研究会 
代表 増澤髙志 氏 

株式会社アシテック・オコ 
代表  小林大作(作業療法士) 氏 
 

【副座長】 
たぶせ在宅クリニック 
医師 神崎和紀 氏 

社会福祉法人つつじヶ丘学園  

つつじヶ丘学園  
施設長 恒松祐輔 氏 

会場 小樽経済センター 橿原市商工経済会館 

和歌山県勤労福祉会館 
プラザホープ くまもと県民交流館パレア 

参加料 
資格等 無料、本テーマに興味のある方でしたら、どなたでも参加可能 

20名程度 ※原則、対面開催 
 

② 参加者の属性 

参加申し込みはＧｏｏｇｌｅＦｏｒｍを使用して参加者の申込を行った。当日参加も可

とした。参加者の属性は以下の通り。（事務局で把握できた範囲での参加者の属性を示す） 

 

※施設関係者には、「管理者」、「施設長」、「サービス責任者」、「生活支援員」等を含む。 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

報道関係

社会福祉協議会（座長、他）

聴覚研究所

福祉用具貸与事業所（福祉用具プランナー）

研究機関・団体

車椅子開発企業

医療従事者（OT）

施設関係者

そ
の
他

シ
ー
ズ
側

ニ
ー
ズ
側

ＡＴＡ小樽（２４名）
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0 2 4 6 8 10 12

支援機器開発企業（衣類関係）

支援機器開発企業（センサー関係）

支援機器開発企業（ASD、知的障害機器関係）

支援機器開発企業（高齢者・障害者関係）

障害者家族（保護者）

シ
ー
ズ
側

ニ
ー
ズ

側
ATA橿原（１４名）

0 2 4 6 8 10

報道関係

福祉機器開発企業

開発企業

行政(県,市,他)

座長（OT）

市事業に係る福祉機器研究室 (OT)

施設関係者（作業所）

障害当事者

支援学校教員

障害者家族

医療関係者（Dr,NS,PT,OT,ST他）

そ の 他
シ
ー
ズ
側

ニ
ー
ズ
側

ATA和歌山（３６名）

0 0.5 1 1.5 2 2.5

行政（産業連携コーディネーター）

Udeスポーツに係る事業を展開（PT）

ものづくり研究所

障害者施設（座長、施設長）

シ
ー
ズ
側

ニ
ー
ズ
側

ATA熊本（５名）
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③ 開催結果 

○ＡＴＡサテライト小樽 

【座 長】：中村 健治 氏（北海道社会福祉協議会） 

【検討テーマ】：「高齢知的障がい者の支援機器を考える〜機能低下が自覚できずに起こる

リスク〜」 

【参 加 者】：計２８名（ニーズ側：１６名、シーズ側：５名、事務局他：７名） 

※会場及びオンラインにて参加いただいた。 

【主な検討内容】： 

ニーズ側では、（社福）後志報恩会にご協力いただき、当該法人の各施設において、利

用者の支援にあたっている職員の方々にご参加いただいた。シーズ側としては車椅子開発

者、福祉用具開発及び貸与事業所、聴能科学研究所、医療福祉産業研究会に参加いただい

た。後志報恩会では、入所者の５割が６０歳以上であり、加齢に伴う機能低下により事故

等のリスクが高まっている。 

ニーズの把握にあたっては、事前に施設利用者よりインタビュー動画を記録したものを

再生し、支援をしている職員の方からも現場でのニーズ、課題について言及された。 

知的障害に起因して生きづらさを抱える利用者が、高齢化に伴う認知機能の低下などを自

身で認識できずに、日常生活に困難を抱えていることや、病気や障害の理解が不十分なた

めに、日常生活のリスクも高まっている現状であった。また、コミュニケーションの面に

おいても、知的障害により理解・判断ができていないのか、認知機能が低下していること

によるものなのかの判断は難しく、認知症の発見が遅れる場合ある。 

利用者の高齢化により、職員の支援方法も対応が難しい場面も増えてきていることが明

らかになった。支援機器やテクノロジーを活用することで解決できるのは無いかと検討し

た。 

 

【議論の経過をイラストにしながら具体的な機器のイメージを検討した（抜粋）】 
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【交流の風景】 
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○ＡＴＡサテライト橿原 

【座 長】：増澤 髙志 氏（ASD（自閉スペクトラム症）生活環境研究会） 

【検討テーマ】：「ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）の人が必要とする支援機器を考える」 

【参 加 者】：計２１名（ニーズ側：１０名、シーズ側：５名、事務局他：６名） 

※会場及びオンラインにて参加いただいた。 

【主な検討内容】： 

ＡＴＡサテライト橿原では、ＡＳＤのお子さんがいるお母さまにご参加いただいた。お

子さんは多くが成人し、作業所に務めている方が多くいた。様々な支援機器を使用し、周

囲の理解を構築している方々である。 

ＡＳＤは多様性があるものの、何かしらの感覚過敏（触覚、聴覚、視覚）をもっている

ことが多く、生活をしていく上で、大きな障壁になっていることであった。聴覚過敏にお

いては、イヤーマフだけでは刺激の遮断が不十分な場合もあり、既存の機器だけで対応す

ることが困難な場面がある声があった。また、使用している支援機器が故障してしまって

も、メーカーの撤退や修理できるところが無いことへの不安の声も上がっていた。 

パニックの事前検知についても議論された。パニックが起きる前には、自身の体に変化

（冷たい、鼓動が速い等）がある場合もあり、一度、パニックになってしまうと親御さん

でも手をつけられないことが多く、周りも大変だが、本人が一番つらく、パニックが起こ

る前に事前検知できるような機器があるとよいとのことであった。 

その他、支援者とのコミュニケーションにおいてもこちらの想いが伝わらないこともあ

り、専用の連絡手段があるとわかりやすい。また、新しい支援者が入ると引継ぎがされて

いないことがあり、１から本人の説明をしなければいけない時があるとのことであった。 

本人に合った、困りごとを支える支援機器の使用と共に、周知の障害の理解や支援がセ

ットで初めて本人の自立や社会参加につながることが必要であると考える。 

 

 

 【議論の経過をイラストにしながら具体的な機器のイメージを検討した（抜粋）】 
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【交流の風景】 
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○ＡＴＡサテライト和歌山 

【座 長】：小林 大作 氏（株式会社アシテック・オコ） 

【検討テーマ】：「医療的ケアが必要な方、子どもの可能性を広げる支援機器を考える 

〜困りごとの解決からやりたいことへの挑戦の一歩まで〜」 

【参 加 者】：計５１名（ニーズ側：３０名、シーズ側：１５名、事務局他：６名） 

※会場及びオンラインにて参加いただいた。 

【主な検討内容】： 

ＡＴＡサテライト和歌山では、当事者、ご家族をはじめ、医師、看護師、保健師、リハ

専門職、特別支援学校教論、社会福祉士、介護支援専門員、行政機関職員等、様々な立場

の方々にご参加いただき、医療的ケアが必要な方（児）おいて、特にコミュニケーション、

移動・外出、災害対策、生活の中の具体的な困りごとという点について、議論を進めた。 

現在、医療技術、テクノロジーの進歩によって、医療的ケアが必要な方（児）において

は、療養生活に焦点を当てた支援機器でなく、生活に焦点を当てた機器開発が求められて

いる。また、医療的ケアが必要なお子さんのコミュニケーションにおいては、成長のペー

ス、伸び具合には個人差があり、個々の成長のペースに合わせたコミュニケーションの確

立のための学習や、興味に合わせた学習を積み重ねていく仕組みが大切である。 

移動・外出に関しては、医ケア児については、呼吸器や吸引機を積んでいるため、移動

の面での困難や外出先でのトイレに関しても、ユニバーサルシートが自身に合わない場合

もあり、シートを事前に車に装備しているとのことであった。災害対策においては、垂直

避難できること、自宅に配備できる価格、女性でも操作可能、最優先で命が助けられるも

の、という意見があがった。 

中間ユーザー（医師、看護師、リハ専門職、教論など）が当事者のニーズをしっかりと

受け止め、細やかなニーズを蓄積して標準化し、メーカーへつなぎ合わせていくことが重

要である。 

ニーズを解決するのは支援機器ではなく、支援機器を使って人とコト（困りごと等）を

ミックスさせることが大切である。 

 

【議論の経過をイラストにしながら具体的な機器のイメージを検討した（抜粋）】 
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【交流の風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＡＴＡサテライト熊本 

【座 長】：恒松 祐輔 氏（社会福祉法人つつじヶ丘学園） 

【検討テーマ】：「知的障害者の意思決定の補助や意思表出を補助する支援機器について考

える」 

【参 加 者】：計１０名（ニーズ側：１名、シーズ側：５名、事務局他：４名） 

※会場及びオンラインにて参加いただいた。 

【主な検討内容】： 

ニーズ側では、（社福）つつじヶ丘学園で施設長をしている座長より、シーズ側は、eス

ポーツを通して高齢者及び障害者が多くの人とつながる支援をしている理学療法士、産業

連携コーディネーター、地域でのモノづくりをされているカラクリ研究所に参加いただい

た。 

知的障害者のコミュニケーションにおいて、自身で意思表示をすることが難しいことが

あり、受け手が理解できない場合も多い。また、本人が実際に体験していないことを説明

されても理解することは難しく、本人の意図と反すると不安になったりパニックになった

りする。 

つつじヶ丘学園では、入所者の看取りまでおこなっており、入所者の高齢化も進む中、

食事が思うように摂取できずに病院へ入退院を繰り返す場合もあり、胃瘻造設するかどう

か、自宅と施設どちらに戻るか、命の選択を求められる場面がある。そういったなかで、

日常・人生・命のそれぞれにおける意思決定を支援できる支援機器について議論を行った。 

UDe スポーツのような知的障害者でも簡単に操作でき、意思を表出できることが可能な

機器の開発・普及。その機器を活用し、遊びを通じて幼少期からの意思表出の機会を創出

し、意思表出の選択肢を獲得する。訓練や実践を積み重ね、当事者の意思を育むような支

援を受けることで、当事者自身の意思決定の機会に活用できるのはないか。 
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【議論の経過をイラストにしながら具体的な機器のイメージを検討した（抜粋）】 
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④ 参加者アンケート結果 

来場者を対象にアンケート調査を実施した。結果は以下のとおり。 

 

○参加した日数  ※２日間にわたり開催した和歌山開催及び熊本開催のみ集計 

選択肢 和歌山 熊本 全体 
１．１日目 ３(16%) ０( 0%) ３(14%) 
２．２日目 ６(32%) ０( 0%) ６(27%) 
３．両日 １０(53%) ３(100%) １３(59%) 

合計 １９(100%) ３(100%) ２２(100%) 

 

〇交流会をどのように知ったか 

選択肢 小樽 橿原 和歌山 熊本 全体 
１．協会からの案内 ６(38%) ５(50%) １( 5%) １(33%) １３(27%) 
２．協会ホームページ ０( 0%) ０( 0%) １( 5%) ０( 0%) １( 2%) 
３．座長からの案内 ７(44%) ０( 0%) １２(63%) ０( 0%) １９(40%) 
４．友人・知人からの紹介 １( 6%) ５(10%) ４(21%) １(33%) １１(23%) 
５．産業振興団体等からの紹介 ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) １(33%) １( 2%) 
６．その他 ２(13%) ０(38%) １( 5%) ０( 0%) ３( 6%) 

合計 １６(100%) １０(100%) １９(100%) ３(100%) ４８(100%) 

その他の回答として、「上司から」、「当事者の会から」等 
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〇時間配分について 

選択肢 小樽 橿原 和歌山 熊本 全体 
１．長い ３(19%) ０( 0%) １( 5%) １(33%) ５(10%) 
２．ちょうどよい １２(75%) ９(90%) １４(74%) ２(67%) ３７(77%) 
３．短い ０( 0%) ０( 0%) ３(16%) ０( 0%) ３( 6%) 
４．その他 １( 6%) １(10%) １( 5%) ０( 0%) ３( 6%) 

合計 １６(100%) １０(100%) １９(100%) ３(100%) ４８(100%) 

その他の回答として、「休憩が欲しい」、「開始時間を遅めにしてほしい」等 

 

○今後も開催したいと思うか 

選択肢 小樽 橿原 和歌山 熊本 全体 
１．とても希望する ３(19%) ５(50%) １０(53%) １(33%) １９(40%) 
２．希望する １３(81%) ５(50%) ９(47%) ２(67%) ２９(60%) 
３．どちらとも言えない ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) 
４．希望しない ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) 
５．全く希望しない ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) ０( 0%) 

合計 １６(100%) １０(100%) １９(100%) ３(100%) ４８(100%) 

 

○参加後の感想について 自由記述 ※一部のみ抜粋 

【ニーズ側】 

・障害のある方に対して、ITなどの支援機器を通してサポートができる可能性を感じた。意

思決定支援に役立てたい。 

・ニーズを感じる意識をもっと育てたいと思った。いつものことだと当たり前になってしま

い、「こんなのがあったらいいな」を忘れがちになっていた。シーズ側のお話を定期的に聞

くことは重要だと感じた。 

・現場で使用する機器について知識がある方ではなかったので勉強になった。機器の情報を

知ることで利用者さんが日々感じている問題や困りごとを解決することができるきっかけ

になると気づくことができた。利用者さんのお洋服を準備するロボットがあると嬉しい。 

・身近な悩みを共有でき、希望が持てる２日間だった。 

・普段は接する機会がないメーカー側の異業種の方やテクノエイド協会や厚労省の方などの

意見などが聞けていい機会になりました。15 日のみの参加でしたが 16 日も参加したかっ

た。1 回のみの開催ではもったいないと感じたので、また機会があればよりつながりが深

まっていいのではないかと思った。 

・和歌山という地域柄､保護者には希望があるものの、声を届ける機会がなく､企業とつなが

る機会が持て､みんなが希望を持てた会だったと思います。この火が消えないように､企業

と私達､中間ユーザーと小規模でも座談会など行えると嬉しい。 

・このような会に参加できていろいろな企業さんのアイデアや家族の方のお話を聞けたこと

に感謝している。一人で考えていても解決しないことが皆様の力を借りれば解決するかも

しれないと思った。 

・発表、パネル討論はとても良かった。家族として参加したがシーズ側の意見を聞くことが

できて大変勉強になったし、もっと聞きたいと思った。私たちのニーズを聞いていただけ
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ることも大変ありがたく感じたし、今後も今回のような交流会を開催していただけること

を願っている。 

・このような機会に参加できたことに感謝している。学ぶ場、育つ場としての学校で、こん

なだったらいいのになぁと思う支援機器と生活を支え豊かにする支援機器を具体的にかつ

一般的に考えることをしてみたいと思いました。本当にありがとうございました。 

 

【シーズ側】 

・ディスカッションにおいてニーズ側、シーズ側共に活発な議論がなされていた。ニーズ側

から出た課題に対して、どのぐらい需要があるのか不明な部分が多く感じたため、数値

的に需要の高さがわかれば、シーズ側のビジネス展開の指標になると感じた。 

・ニーズの捉え方、潜在化していることは本当にそうだなと思った。今回は具体的なところ

になりすぎず良かったと思った。参加者が多かったこともあり、パネル討論が少し難しく、

もう少し時間を長くして、グループワークにしても良かったかと思った。このような場が

和歌山県になかったこともあり、今後もこのような枠組みを継続していけるようにしても

らえたら嬉しい。 

・高齢知的障がい者の生活状況と介護者の大変さを知ることが出来た。ユーザーの方だけで

なく、介助される支援者の仕事の改善に役立つ機器開発の視点も元ことが必要であると感

じた。 

・当事者及びご家族の方から活発なご意見を聞かせていただき、大変参考になった。感覚過

敏に対しての知識を新にでき、本当に「目からうろこ」だった。ASD に対する理解をもっ

と広めて「人権」として取り組む社会をめざして行ってほしいと思う。福祉業界にもデジ

タル化に取り組んでほしい。 

・普段接することがなかった介護の現場にて、創意工夫されていると感じた。日々開発され

ていく機器を有効に使い、高齢化を不安がるのではなく、その人なりのサポートを取り入

れてそれぞれの人生を終えたらと考えた。各々に独自の仕様が必要な車椅子を早く具現化

して、世の中に役立てたい。 

 

 

⑤ 成果の発信、普及、達成度について 

各会場にて議論された内容の取り纏めは、座長に一任することとし、ＡＴＡの終了以降

もオンラインにて座長、テクノエイド協会、イラストレーターの３者で意見交換やイラス

ト修正等の場を数回設け、成果発表に備えることとした。 

発信、普及に関しては、東京会場にて各４会場にて実施された成果発表の場を設けた。

発表に使用したスライドは、協会ＨＰよりダウンロードがいつでもできるようにした。ま

た、成果発表は、東京会場のみ実施したため、会場に来場できなかった方や事業が終了後

も、成果を視聴できるよう、講演の様子をアーカイブ化している。その様子は協会ＨＰの

「動画の部屋」にて公開し、地域での機器開発の普及及び促進、開発の喚起を促すことと

した。 

成果としては、厚生労働省で実施している、障害者自立支援機器等開発促進事業の応募

へつなげることとしたが、応募までには至らなかった。 
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【動画の部屋】 

https://www.techno-aids.or.jp/gallery/list/?cat=5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）交流会開催後のフォローアップの成果 

 〇相談窓口の設置 

  専任の担当者を配置し、常時ニーズ側及びシーズ側の問い合わせに応じて、相談に応じ

た。また、交流会会場に来場が可能であれば、会場にて関係する機器の紹介や当事者団体

などを紹介した。 

 

〇モニター評価等実施にあたっての支援・協力 

 今年度は、支援機器の開発、改良に係る意見交換やアドバイス、モニター評価等に協力

いただける団体や施設等を募集し、登録できる仕組みを構築した。 

  具体的には、障害者福祉の団体（支援団体や家族会等）、サービスを行う施設・事業所、

病院、リハセンター、サービスを所管する行政、その他、支援機器開発の評価等に協力い

ただける機関をニーズ側として募集対象とした。開発企業をはじめとした、シーズ側から

の要望（モニターを探している、評価を手伝ってほしい、ニーズを聞きたい等）をテクノ

エイド協会でお伺いし、相談・要望を登録したニーズ側の団体へご案内し、協会が仲介役

となりマッチングを行った。 

  これにより、ニーズとシーズのマッチングを促進し、今後の機器開発・改良や交流会へ

の出展等を促すこととした。。また、交流会出展企業にとどまらず、シーズ側より相談・

要望があった場合には本システムに登録している団体等へ紹介するとともに、本システム

を周知し、登録していただけるニーズ側の件数を増やしていくこととした。 

※登録された機関は非公開としている。 
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【マッチングのイメージ、登録画面】 

https://www7.techno-aids.or.jp/bbsPage.html#/page/MonitorEntrance 
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〇意見交換会、アドバイス支援の実施 

本交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、出展企業等に対し開発改良中の

機器について、意見交換会やアドバイスして欲しい内容等をテクノエイド協会が個別に伺

い、想定するユーザーの団体及び等へ繋ぐこととした。 

 

・募集件数： ４社  実施件数： ５件 

   

【意見交換会、アドバイス支援 実施結果の概要】 

№ 
案件 

番号 
機器名称 

障害 

種別 

シーズ側 ニーズ側 

応募企業 実施機関 

1 05-01 

 

移乗 用ボード「ビージーボード」 身体障害 株式会社ヴァイス 岐阜清流病院 

【実施報告】 

オンラインミーティングを通じ、用具の説明を行った。その後、本機器の貸

し出しとなり、数か月、患者及びセラピストにてモニター試用評価を行っ

た。 

横移動が容易にでき、軽量で持ち運びも容易であるが、不安定さは否めな

く、長さ調整ができないため、浴槽の大きさに合わせた設置ができない点

などがあがった。より、安全に使用していくための検討内容とした。引き続

き、継続してモニターを実施予定である。 

2 05-02 

 

オゾンと水素同時生成微細気泡水電解器 身体障害 株式会社アクアエコテック 岐阜清流病院 

【実施報告】 

オンラインミーティングを通して、医師、セラピストに同席いただき、本機器

についてプレゼンテーションを実施。その後、本機器を貸し出しすることと

なり、医師の立ち合いのもと、評価を行っているところである。２名にて実

施中であるが、本人からのヒアリングでは、徐々に症状が改善されている

ことを実感しているとのことであった。 

3 05-03 

 

シリコーン原料、樹脂加工品 身体障害 株式会社ニッシリ 
(社福)日本身体障害者団体

連合会 

【実施報告】 

東京会場にて本製品について説明することが出来た。実際に利用者に試

すことはできなかったが、本製品についてご理解いただくことができた。 

4 05-04 

 

リハビリロボット RAKKUN  
身体障害 大友高行 

(社福)日本身体障害者団体連

合会 

 

岐阜清流病院 

【実施報告】 

対面にて実施。 

最低限保証すべき機能として(1)ユニバーサルに使えること、(2)操作性

が簡便なこと、(3)患者さんの使用リスクが低いことが挙げられた。また手

首および指の運動については腱固定作用（テノデーシスアクション）を考慮

した運動が行えるようにすること等のアドバイスを頂けた。また、退院後の

脳卒中当事者は自身の身体機能の低下を周りに見せたくないことから引

きこもりがちになることから、リハビリへの参加が消極的になる事例もあ

るため、自宅での自主的な訓練用機器が求められていること、一方で高齢

者の場合は骨粗しょう症等によって骨折リスクが増大していることの具体

事例を頂けた。 

      

 



49 

 

なお、ニーズ側としてマッチング先になっている「岐阜清流病院」は、前述のモニター

評価等実施機関に登録された機関であり、シーズ側の要望確認した上で、マッチングが成

立した。 

 

〇その他の成果 

フォローアップの成果として、専門官と連携を取り、本交流会に出展している企業等に

おいて、開発促進事業の応募につながっているかどうかを確認した。 

結果、令和６年度の応募において、２社が開発促進事業へ応募しているとのことであっ

た。また、今年度の出展者ではないが、過去に出展した企業や交流会に来場した企業が３

社応募していることを確認した。交流会を通じて、開発促進事業へつながることを確認し

た。 

 

（７）ニーズとシーズの情報収集発信の結果 

① ニーズの情報発信 

昨年に引き続き、本交流会の企画委員でもある障害当事者団体・支援団体より、インタ

ビュー動画の発信を行った。本動画は、Ｗｅｂ開催期間中はいつでも視聴可能としており、

交流会閉会後も視聴できるよう、「動画の部屋」に集約した。引き続き、企画委員の当事

者団体・支援団体には協力いただくとともに、他の当事者団体からのもニーズを収集し、

ニーズの発信を高めていくこととした。 

 

インタビュー動画の主な内容は以下の通り、 

  団体紹介、支援機器の利用状況、困りごとや課題・要望、機器開発に携わった例、 

今後の機器開発に対する期待、団体として開発企業に対し協力できること 等 

 

【動画の部屋】再掲 

https://www.techno-aids.or.jp/gallery/list/?cat=5 

 

② 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの活用 

ニーズとシーズのマッチングを効果的に実施するため、本システム「福祉用具ニーズ情

報収集・提供システム」を活用した。障害者、ご家族、介助者、開発企業より支援機器開

発に係る情報の収集、発信を行った。また、交流会開催のお知らせや助成金に係る助成制

度の発信もおこなっており、厚生労働省をはじめとした開発促進事業やＮＥＤＯやＮＩＣ

Ｔの助成金事業募集についても投稿する場を提供した。 

本システムは、平成２２年より協会にて運用しているが、運用開始からのシステムのイ

メージを一新し、リニューアルした。 

お知らせ等を含め、４８件の投稿があった。 

 

【福祉用具ニーズ情報収集・提供システム投稿件数】  

https://www7.techno-aids.or.jp/ 

令和６年２月末 
要望・課題 
アイデア等 

新製品 
技術 お知らせ 合計 

投稿件数 
９件 

(７件) 
１３件 
(５件) 

２６件 
(１６件) 

４８件 
(２８件) 

     ※()は昨年度の実績を示す 
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【リニューアルした実際の投稿内容】 
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（８）開催結果及びアンケート結果 

① Ｗｅｂ開催の結果 

（令和６年１月３１日時点の集計結果） 

公開期間（４か月） 
  令和５年１０月 １日（日）～ 

令和６年 １月３１日（水） 

交流会トップアクセス数 １８,７６５回 

Ｗｅｂ交流プラットフォーム 

アクセス数 
１３,９５０回 

※昨年のＷｅｂ交流プラットフォームアクセス数は、１２,９５１回 

 

出展者数 １０４社・団体 

※障害当事者・支援団体、関係団体を含む 

 

出展者個別ページ 閲覧回数 

総アクセス数 ５,６２５回 

平均 ５４,１回 

中央値 ４６回 

最高 ３６１回 

最低 １７回 

 

掲示板 投稿回数 

総数 ４件 

※４件の内、出展者の発信３件を含む 

 

問い合わせフォーム 回数 

総数 ２５件 

内訳 

  オンラインで顔を合わせて話したい ６件 

  詳細な説明が聞きたい ３件 

  ニーズ（要望や課題など）を伝えたい ３件 

  資料が欲しい ３件 

  機器について質問したい ２件 

  その他 ８件 

※「その他」の内容には、企業から障害当事者団体へのニーズ確認や意見交換の依頼、ま

た、企業とシーズ側との共業についての意見交換依頼などであった。 
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② 会場開催（大阪、東京）の結果 

交流会専用サイトにて事前登録の実施を推奨とし、事前登録会場では、名刺や受付票に

記載してご来場いただくこととした。 

 

〇来場者数と内訳 

 来場者(使う人・作る人) 出展者 合計（昨年） 

大阪会場 ３４６ １７４ ５２０(３３８) 

東京会場 ３９６ ２７１ ６６７(４１９) 

合計 ７４２ ４４５ １１８７(７５４) 

 

○来場者の使う人、作る人の内訳  

 来場者 使う人 来場者 作る人 合計（昨年） 

大阪会場 ２０１(１１８) １４５( ９４) ３４６(２１２)６ 

東京会場 １８４(１３１) ２１２(１８０) ３９６(３１１)６     

合計 ３８５(２４９) ３５７(２７４) ７４２(５２３) 

 

③ 会場開催（大阪、東京）のアンケート結果 

 

a.来場者アンケート調査結果 【会場別】 

〇アンケートの回答件数と回収率  大阪会場ｎ＝346、東京会場ｎ＝396  

会場 回答件数 回収率 

大阪会場 ９９件 ２８．６％ 

東京会場 ７５件 １８．９％ 

合計 １７４件  

 

〇基本情報 

選択肢 大阪 東京 全体 

一般企業（今後、支援機器の開発を目指す企業を含む） ２３(23.2%) ２４(32.0%) ４７(27.0%) 

障害者家族 １０(10.1%) ５( 6.7%) １５( 8.6%) 

障害者 １２(12.1%) ９(12.0%) ２１(12.1%) 

研究機関・団体 ７( 7.1%) ７( 9.3%) １４( 8.0%) 

学校・教育関係者 ５( 5.1%) ４( 5.3%) ９( 5.2%) 

医療関係者 ５( 5.1%) ４( 5.3%) ９( 5.2%) 

施設関係者 １６(16.2%) ４( 5.3%) ２０(11.5%) 

支援機器開発企業 ３( 3.0%) ６( 8.0%) ９( 5.2%) 

行政 ３( 3.0%) ６( 8.0%) ９( 5.2%) 

その他 １１(11.1%) ４( 5.3%) １５( 8.6%) 

無回答 ４( 4.0%) ２( 2.7%) ６( 3.4%) 

合計 ９９(100%) １０８(100%) １７４(100%) 

その他には、「コンサルタント」、「ボランティア」、「介護事業所」等。 
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〇開催の情報収集元について（複数回答）      大阪：ｎ＝99、 東京：ｎ＝75 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ テクノエイド協会からの案内 ４２(39.6%) ３０(39.5%) ７２(39.6%) 
２ テクノエイド協会のホームページ ８( 7.5%) ６( 7.9%) １４( 7.7%) 
３ 所属する障害団体からの案内 ３( 2.8%) ５( 6.6%) ８( 4.4%) 

４ 経済振興団体からの案内 ０( 0.0%) ２( 2.6%) ２( 1.1%) 
５ 所属する職能団体からの案内 ３( 2.8%) ４( 5.3%) ７( 3.8%) 
６ 自治体などからの案内・広報誌など ４( 3.8%) ２( 2.6%) ６( 3.3%) 
７ 友人・知人からの紹介 １９(17.9%) １８(23.7%) ３７(20.3%) 
８ 新聞・テレビ・ラジオなど ６( 5.7%) ２( 2.6%) ８( 4.4%) 
９ その他 １９(17.9%) ７( 9.2%) ２６(14.3%) 

 無回答 ２( 1.9%) ０( 0.0%) ２(1.1%) 

 合計 １０６ (100%) ７６(100%) １８２(100%) 

※その他には、「メール」、「インターネット」、「バリアフリー展より」、「職場の案内」等。 

 

〇交流会来場の目的について（複数回答）      大阪：ｎ＝99、 東京：ｎ＝75 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ 
機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いた

かった 
６１(55.0%) ５１(66.2%) １１２(59.6%) 

２ 普段困っていることについて相談したかった ８( 7.2%) ７( 9.1%) １５( 8.0%) 

３ 
特定の企業または団体に対して直接伝えたいこ

とがあった 
７( 6.3%) ２( 2.6%) ９( 4.8%) 

４ 
具体的に作って欲しい要望やアイデアがあり、
企業に伝えたかった 

１１( 9.9%) ４( 5.2%) １５( 8.0%) 

５ その他 １６(14.4%) １０(13.0%) ２６(13.8%) 
 無回答 ８( 7.2%) ３( 3.9%) １１( 5.9%) 

 合計 １１１(100%) ７７(100%) １８８(100%) 

※その他には、「情報収集のため」、「出展者との交流」、「アイデアの参考」等。 

 

〇交流会の満足度について 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 大変満足している ４６(46.5%) ２８(37.3%) ７４(42.5%) 
２ ある程度満足している ４１(41.4%) ４１(54.7%) ８２(47.1%) 
３ どちらとも言えない ９( 9.1%) ６( 8.0%) １５( 8.6%) 
４ あまり満足していない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 
５ 全く満足していない １( 1.0%) ０( 0.0%) １( 0.6%)  

無回答 ２( 2.0%) ０( 0.0%) ２( 1.1%)  
合計 ９９(100%) ７５(100%) １７４(100%) 

 

〇来年も参加したいと思うか 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ ぜひ参加したい ４５(45.5%) ３５(46.7%) ８０(46.0%) 
２ 参加したい ３６(36.4%) ３２(42.7%) ６８(39.1%) 
３ どちらともいえない １６(16.2%) ７( 9.3%) ２３(13.2%) 
４ 参加したくない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 
５ 全く参加したくない １( 1.0%) ０( 0.0%) １( 0.6%)  

無回答 １( 1.0%) １( 1.3%) ２( 1.1%) 
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合計 ９９(100%) ７５(100%) １７４(100%) 

 

ｂ.来場者アンケート調査結果 自由記述 

 

〇来場者アンケート『どのような交流ができたか』（自由記述）  ※一部のみ抜粋 

 【大阪会場】 

⚫ ５社と技術相談ができた。 

⚫ 患者さんに使いやすいものがあるか交流できた。 

⚫ 実際に機器に触れることにより新しい発見ができた。 

⚫ 使われている技術や現状について教えてもらい、今後何かあれば協力できるよう、つ

ながりをつくることが出来た。 

⚫ Ｗｅｂ上の情報だった機器を具体的に聞けた。 

⚫ 知らなかった機器に出会え、困りごとの解決につながった。 

 

 【東京会場】 

⚫ 同様の問題意識を持っている人と意見交換できた。 

⚫ 目的のものを見つけたときもう少し改良してほしいこと。 

⚫ 自社の開発に活かせそうな技術があった。 

⚫ 新しい機器や支援の最新情報が得られた。 

⚫ 障害者団体、メーカーとディスカッションできた。 

⚫ 機器の体験ができた。 

 

ｃ.出展者アンケート調査結果 【会場別】 質問項目を抜粋 

 

〇アンケートの回答件数 

会場 回答件数 

大阪会場 ６０件 

東京会場 ８４件 

合計 １４４件 

 一部を除き、出展者にはアンケートの提出を必須とした。 

 

〇アンケートの回答件数 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 過去すべて参加している １０(16.7%) １１(13.1%) ２１(14.6%) 
２ 過去５度以上参加している ８(13.3%) １０(11.9%) １８(12.5%) 

３ 過去４度参加している １( 1.7%) ３( 3.6%) ４( 2.8%) 
４ 過去３度参加している ２( 3.3%) ６( 7.1%) ８( 5.6%) 
５ 過去２度参加している ２( 3.3%) ５( 6.0%) ７( 4.9%) 
６ 過去１度のみ参加している １４(23.3%) １５(17.9%) ２９(20.1%) 
７ 今回初めて参加した ２３(38.3%) ３４(40.5%) ５７(39.6%) 

 合計 ６０(100%) ８４(100%) １４４(100%) 
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○過去の交流会について、その後の機器開発や団体の活動において有意義な交流ができたか 

（今回は初めて参加した出展者は除く） 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 大変参考になった １９(51.4%) ２７(54.0%) ４６(52.9%) 
２ ある程度参考になった １６(43.2%) ２１(24.0%) ３７(42.5%) 
３ どちらともいえない ２( 5.4%) ２( 4.0%) ４( 4.6%) 
４ あまり参考にならなかった ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 
５ 参考にならなかった ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 

 合計 ３７(100%) ５０(100%) ８７(100%) 

 

○国や研究開発法人等の開発補助事業に応募してみたいと思ったか 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 是非、応募したい(応募を検討したい) １３(21.7%) ２４(28.6%) ３７(25.7%) 

２ 応募してみたい(応募を検討してみたい) ２５(41.7%) ２４(28.6%) ４９(34.0%) 
３ どちらともいえない ２１(35.0%) ３２(38.1%) ５３(36.8%) 
４ 補助事業に関心はない １( 1.7%) ４( 4.8%) ５( 3.5%) 

 合計 ６０(100%) ８４(100%) １４４(100%) 

 

○交流を行った概ねの人数 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ ２０人未満 ９(15.0%) １６(19.0%) ２５(17.4%) 
２ ２０人～５０人未満 ２９(48.3%) ４１(48.8%) ７０(48.6%) 
３ ５０人～１００人未満 １８(30.0%) ２２(26.2%) ４０(27.8%) 
４ １００人以上 ４( 6.7%) ５( 6.0%) ９( 6.3%) 

 合計 ６０(100%) ８４(100%) １４４(100%) 

 

○交流会の満足度 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ 大変満足している ３３(55.0%) ４１(48.8%) ７４(51.4%) 

２ ある程度満足している ２２(36.7%) ３７(44.0%) ５９(41.0%) 

３ どちらとも言えない ３( 5.0%) ５( 6.0%) ８( 5.6%) 

４ あまり満足していない １( 1.7%) １( 1.2%) ２( 1.4%) 

５ 全く満足していない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 

 無回答 １( 1.7%) ０( 0.0%) １( 0.7%)  
合計 ６０(100%) ８４(100%) １４４(100%) 

 

○来年の出展について 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 是非出展したい ３４(56.7%) ４８(57.1%) ８２(56.9%) 
２ 出展したい １９(31.7%) ２８(33.3%) ４７(32.6%) 
３ どちらとも言えない ５( 8.3%) ８( 9.5%) １３( 9.6%) 
４ 出展したくない １( 1.7%) ０( 0.0%) １( 0.7%) 
５ 全く出展したくない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 
 無回答 １( 1.7%) ０( 0.0%) １( 0.7%)  

合計 ６０(100%) ８４(100%) １４４(100%) 
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○交流会の参加方法について 

№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 会場参加 ２８(46.7%) ２７(32.1%) ５５(38.%) 
２ Ｗｅｂのみ参加 １( 1.7%) ３( 3.6%) ４( 2.8%) 
３ 会場及びＷｅｂに参加 ２８(46.7%) ５３(63.1%) ８１(56.3%) 

４ その他の参加方法 ２( 3.3%) １( 1.2%) ３( 2.1%) 
 無回答 １( 1.7%) ０( 0.0%) １( 0.7%)  

合計 ６０(100%) ８４(100%) １４４(100%) 
 

 

〇出展者アンケート『交流の具体的な内容や成果について』（自由記述） ※一部のみ抜粋 

【大阪会場】 

⚫ 利用者ニーズが直接聞けたこと，さまざまな人と話をすることで，開発すべき方向性

を整理できたこと。 

⚫ 自治体や障害者団体との連携へのアドバイスをいただき、今後の展開についての知見

が深まった。 

⚫ 理学療法士の方や障害者団体の方からリアルな問題点をお聞きすることが出来、今後

の方針策定に非常に参考になった。具体的な連携に関するオファーも複数頂いている。 

⚫ 製品の販売方法や価格、機能の要望などについて患者団体、医療関係者などから意見

をいただいた。 

⚫ 弊社製品の説明を聞き、また実際に体験を頂いたことで、現場に持ち帰って広めたい

というお話が一番多かった。 

 

【東京会場】 

⚫ 弊社は脊髄損傷専門として今までやってきたが、今回脊損に限らず他の疾患の方から

の情報も沢山得られ、大変有意義な時間となった。 

⚫ 出展社同士の問題点、課題点などを共有できた。また、今後の開発に向けての協力会

社が開拓できた。 

⚫ 補助金情報をえられた。 

⚫ 弊社取扱機器を使用しての勉強会の開催依頼やデモ依頼が入ることとなった。 

⚫ 今後の開発品についてのモニター評価協力候補先が探索できた。 

⚫ 大学の附属病院にモニター実施の可能性がでてきた。 

⚫ ビッグサイトで開催される展示会と違い、横の交流も多くでき大変有意義でした。も

ちろん、お越しいただく販売会社やエンドユーザー様からも貴重なご意見をいただけ

た。 
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Ｅ. 考察及び結論 

（１）成果等について 

 昨年度に引き続き、大阪及び東京に会場開催、Ｗｅｂ開催（４か月間）と実施した。 

 Ｗｅｂ開催では、プラットフォームのアクセス数は１３，９５０回（昨年度１２，９５１

回）となり、昨年度よりも微増の結果となった。また、「問い合わせフォーム」は、２５件

と数は少ないものの、内訳を見るとニーズとシーズのマッチングにとどまらず、シーズとシ

ーズのマッチングにも利用されていることを確認した。引き続きこのようなＷｅｂ上でも利

用できる場を提供することは必要であると考える。 

 会場開催では、出展者において、日本リハビリテーション工学協会及び国立障害者リハビ

リテーションセンターと連携し、福祉機器コンテストの受賞作品の展示、研究開発機器の展

示を行う場を設けることとした。また、今年度はトヨタ自動車、ダイハツ工業といった大手

企業も参加しており、出展者の４割以上が新規の出展者であった。 

令和６年度の開発促進事業の応募において、交流会出展者で２社の応募があり、その他、

過去に出展した企業や交流会に来場した企業からも３社応募していることを確認した。今年

度はＷｅｂ及び会場にて厚生労働省をはじめ、開発支援機関から助成金事業の講演を設けた

こともあり、応募につながったのではないかと考えられる。また、ＮＥＤＯやＮＩＣＴにお

いても、企業から助成金事業の問い合わせがあったことを確認した。今後は、引き続き、当

該機関と連携を強固にし、マッチングから開発助成の募集の流れを進めていきたい。 

併催イベント（講演）においては、費用対効果を鑑み、昨年実施していたＺＯＯＭを利用

したリアルタイム配信は実施せず、会場のみの講演とした。その結果、協会職員が出展者と

来場者、出展者と出展者のマッチングに携わる時間が増えた。また、講演は演者の了承を得

た上、録画を行い「動画の部屋」にて掲載し、交流会が終了しても継続して視聴できるよう

アーカイブ化を行った。 

出展者を含めた来場者数は、大阪５２０名（昨年度３３８名）東京会場で６６７名（昨年

度４１９名）であった。前年度よりも来場者数は増加し、特に大阪会場にてニーズ側の来場

が多くみられた。その理由としては、大阪で開催されている「バリアフリー展」の事務局を

通じて、開催周知をＳＮＳ及び一斉メールの依頼を実施したことであると考えられる。 

地域交流会（ＡＴＡサテライト）では、４会場（小樽、橿原、和歌山、熊本）で実施した。

開催地によって参加者は様々であるが、和歌山開催では、オンライン参加を含め、総勢５１

名となり、医療従事者をはじめ、支援学校経論、介護支援専門員、行政職員等に参加いただ

き、様々な視点から議論が展開された。 

フォローアップとして、当協会では交流会期間のみに捉われず、ニーズ側、シーズ側の問

い合わせに対応しているところであるが、協会独自で実施している、意見交換会、アドバイ

ス支援に関しても、５件のマッチングが成立し、交流会開催期間から終了後も実施され、機

器の貸し出し、専門職によるモニター評価などが継続して実施されている。 

 

（２）考察、結論（今後の課題と解決策について） 

今後の課題として、当事者をはじめとしたニーズ側の方々に多く来場していただくことが

重要である。一つの方策としては、協会専用のＳＮＳ（Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｘ、Ｉｎｓｔａ

ｇｒａｍ等）を開設することである。協会の活動をはじめ本交流会、地域交流会の実施につ

いて認知していただき、継続的に発信していくことが重要とされているため、時間をかけて

フォロワーを増やしていきたい。もう一つは、ＰＲ Ｔｉｍｅｓといったプレスリリース配

信サービスである。これは、有料版と無料版あるがマスコミや個人向けに開催周知や作成し

た交流会の紹介動画を活用し、交流会の啓発を合わせて実施することで、障害者団体等に入
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会していない障害者やご家族、医療福祉工学関係の学生などにもいきわたる可能性がある。

現在実施している、資料送付や関係者への周知依頼に加え、新規の来場者の掘り起こしにつ

ながるのではないか。費用対効果も含めて活用及び検証していきたい。 

地域交流会（ＡＴＡサテライト）において、地域のニーズ側及びシーズ側が参集し、議論

を重ねているところであるが、参加者のアンケート（特にニーズ側）から、「このような取

り組みがもっとあるとよい」、「継続して実施してほしい」などの声が多く上がった。また、

現在は各地域１回のみの実施となっているためその後、継続的に地域において議論が行われ

ているかどうかは不明である。継続的に開催をすることで、より１回目で議論しきれなかっ

た具体的な支援機器の想起やイメージをより膨らませること、参加者へのモチベーションへ

の向上にもつながるのではないか。継続して参加者のアンケートを実施し、通年で実施が可

能か検討していきたい。 

マッチングを促進させる取り組みとして、今年度新たにモニター評価機関等を登録できる

仕組みを構築した。これは、障害者福祉の団体（支援団体や家族会等）、サービスを行う施

設・事業所、病院、リハセンター、サービスを所管する行政、その他、支援機器開発の評価

等に協力いただける機関をニーズ側として募集している。現在の登録件数は少ないが、今年

度の意見交換会・アドバイス支援の募集において、従来、ニーズ側は企画検討委員の所属す

る団体等へ案内をしていたところであるが、モニター評価機関等へ登録している機関へシー

ズ側の案内したところ、マッチングが成立した。このように、今後は、モニター評価機関等

へ登録の呼びかけを本格的に実施し、ニーズとシーズのマッチング、モニター評価等の実施

を促進することとしたい。 
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Ⅱ. 別添資料
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Ａ. 交流会関係資料 

Ｂ. 併催イベント講演資料 

（１）出展企業等募集要項 

（２）交流会チラシ 

（３）公式パンフレット 

（４）地域交流会（ＡＴＡサテライト）チラシ 

（５）アンケート用紙 
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